
乳癌-036

備
考

初回投与量

420
2回目以降

患者の状態に合わせて70～
80mg/㎡で使用#REF!

投与期間

day1,8,15

内
訳

60mg 初回投与量

2回目以降内
訳

60mg 0mg

ペルツズマブ
840

ジフェンヒドラミン 50mg

パクリタキセル

用法

パクリタキセル
投与30分前までに内服

80

併用内服薬 用量（１日量）

#REF!

0mg
6

内
訳

30mg 0mg
100mg 0mg

計算量 実際の投与量

8

#REF!
150mg

薬価最小組み合わせ

トラスツズマブ
0mg
0mg

150mg

備　　　考薬品名 申請投与量

患者の状態により輸液の内容・量及び
投与速度を変更する場合があります。がん化学療法個人計画書

科名 適応がん種 プロトコール名

投与予定 休薬を含めて 1 クール 　　21　  日　 可能な限り施行

HER2陽性進行・再発乳癌
ペルツズマブ＋トラスツズマブ

+パクリタキセル

mg/body

mg/body

mg/Kg mg/body

mg/Kg mg/body mg/body

mg/body

day15day8 day21day1

点滴静注 5分

生食 50ｍｌ

Day1

点滴静注 60分

生食 250ｍｌ

パクリタキセル

80mg/㎡

1クール21日

・デキサメタゾンは患者の状態に合わせて6.6mgまで減量可

☆2回目以降のトラスツズマブ投与時間：基本30分

患者の年齢・状態により2回目60分、3回目以降30分や2回目以降60分で施行する場合もあり

◎ペルツズマブ：初回投与は60分かけて、なお初回投与の忍容性が良好であれば、2回目以降の投与時間は30分ま

で短縮可

・ペルツズマブ及びトラスツズマブの投与が予定された投与から遅れた場合、前回投与日から6週間未満のときには

維持投与量を投与し、6週間以上のときには改めて初回投与量を投与し、次回以降は維持投与量を3週間間隔で投

与する

点滴静注 30分

生食 100ml

デキサメタゾン 8.25→6.6mg

ファモチジン 20mg

点滴静注 30分

生食 100ｍｌ

ジフェンヒドラミン 50mg内服

★プライミング・フラッシュ 生食必要★

Day8・15

点滴静注 60分

生食 250ｍｌ

パクリタキセル

80mg/㎡

点滴静注 30分

生食 100ml

デキサメタゾン 8.25→6.6mg

ファモチジン 20mg

ジフェンヒドラミン 50mg内服

点滴静注 30分

生食 100ｍｌ

★プライミング・フラッシュ 生食必要★

パクリタキセル投与時には、0.22ミク

ロン以下のメンブランフィルターを用

いたインラインフィルターを通して投

与すること

mg/body

mg/body

mg/body

mg/body

点滴静注

☆初回：90分 2回目～：基本30

分

生食 250ｍｌ

トラスツズマブ
初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg

点滴静注

◎初回：60分 2回目～：基本30

分

生食 250ｍｌ

ペルツズマブ
初回：840mg/body

2回目以降：420mg/body

mg/㎡

様式 Actis-22-JUL(1)-2618


